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学校とボランティアとの連絡調整を行います

学校と地域（ボランティア）をつなぐパイプ役がコーディネー
ターです。コーディネーターは、学校の要望を把握して、学校の求
めに応じたボランティアを派遣する役割を担っています。
また、学校と地域をつなぐだけでなく、両者の思いやねらいを受
け止め、対等の関係で一緒に活動を創り上げていくための調整も大
切な役割です。

コーディネーターの仕事

《コーディネーター》
学校の要望とボランティア
の思いを考えながら、コー
ディネート(調整)する

《学校(教職員)》
こんな取組がしたい
こんな人材がほしい

《地域(ボランティア)》
こんなことを知っている
こんなことができる

１ 受け止める
　　「ボランティア活動をしたい」という地域住民の思いや「ボランティアの応援がほ
　しい」という学校のニーズを受け止めます。また、活動内容の相談や活動後の感想等
　についても受け止め、必要に応じてアドバイスしたりします。

２ 知らせる
　　学校が必要としているボランティアの情報や実際の活動の様子を地域に伝えます。

３ つなぐ
　　「ボランティアの応援がほしい」という先生と「ボランティア活動したい」という
　地域住民をつなぎ、活動が実現するよう調整します。

４ 育てる
　　ボランティア活動がよりよい活動となるよう、研修会等の学ぶ機会があれば、ボラ
　ンティアに情報提供して、参加を働きかけましょう。

コーディネーターとは

学校との関わり学校との関わり地域（ボランティア）との関わり地域（ボランティア）との関わり

事前打合せ会の日程調整

事前打合せ会の実施（コーディネーターも参加）

次の活動へ

先生からの依頼

ボランティアの紹介

  （氏名、連絡先など）

・迎え入れ体制の準備

・活動上の配慮等確認

・活動のふりかえりと助言

（時間があれば教員も参加）
当日の活動

ボランティア活動の周知、募集・登録ボランティア活動の周知、募集・登録

ボランティアへの活動依頼

一般的な
　コーディネートの流れ
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ボランティアを探す時に協力してもらえる団体等

○募集して集めるボランティア

　学校のニーズに応じたボランティアを探す基本的な方法は、公募です。
学校と相談して、支援が必要な活動内容を明記して、保護者や地域住民
に募集チラシを配布して、ボランティアを集めましょう。

○個人的に依頼して集めるボランティア

　授業支援や下学年支援では、専門的な知識や技能を必要とするボラン
ティアが必要になってきます。そのようなボランティアについては、個人に
直接依頼する場合もあります。その場合は、公民館や地域の様々な団体
から情報を得て、直接交渉しましょう。

・  学校教職員
　　　教員ＯＢの情報は教職員から得られます。

・  ＰＴＡ役員（ＯＢ）、自治会役員
　　　地域の「ひと・もの・こと」をよく知っています。

・  ＰＴＡ、おじいちゃん、おばあちゃん
    　　一番身近な人材で、協力もしてもらいやすいと思います。　

・  各市町村教育委員会の職員
　　　ボランティア情報や研修についての情報をよく知っています。

・  各市町村公民館の職員
　　　公民館でのボランティア活動の情報を持っています。

・  社会福祉協議会
　　　ボランティア情報を発信しています。

・  ボランティア団体・ＮＰＯ
　　　ボランティア活動の実践者です。

・  社会教育関係団体（婦人会、青年団、子ども会役員、老人会など）
　　　まちづくりのリーダーとして活動しています。

・  学校で活動しているボランティア（おやじの会、読み聞かせの会など）
　　　ボランティア活動の実践者です。

・  他の学校のコーディネーター
　　　お互いに情報を交換しあえます。

ボランティアの探し方

一番重要なのは、コミュニケーションです一番重要なのは、コミュニケーションです

・ボランティアと先生、子どもたちが同じ思いを分かち合える活
動となるよう心がけましょう。

ボランティア活動は一方通行ではありません。一緒に活動すること
で、お互いに学ぶ双方向の活動です。思いを分かち合える活動になる
ように、心がけましょう。

・ボランティアと学校の両者が対等に話し合えるように工夫しま
しょう。

ボランティアと学校が対等になって、はじめて「協働」が生まれま
す。「学校の子どもたちのために」から「学校・子どもたちとともに」
となるように工夫しましょう。

・次の活動につながるよう、活動後にボランティアに言葉かけを
しましょう。

ボランティアに言葉かけをすることは、コーディネーターとして大
切な役目です。助言するとともに、励ましの言葉でボランティアを勇
気づけましょう。

・活動の中で見えてきた問題は、ボランティアや学校にきちんと
伝えましょう。

コーディネーターはボランティアと学校の両者の話を聞く中で、
課題に気づくことがあります。より良い活動をするために、課題を
きちんと両者に伝え、それぞれが共に改善策を考えましょう。

・知り合いをどんどん増やしていきましょう。

コーディネーターとして大切なことは、「何を知っているか」よ
りも、「だれを知っているか」です。いろいろな人と知り合いになり、
良い関係を築いていきましょう。

コーディネーターの心得
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